
　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－１　概説４－１　概説

　わが国の交通事故の　わが国の交通事故の約６割約６割は交差点で発生は交差点で発生

９３７９３７
１８１８

３８５３８５
５３４５３４

件数（千件）件数（千件）

２２その他その他
１００１００合　計合　計

４１４１単　路単　路
５７５７交差点内・交差点付近交差点内・交差点付近

割合（％）割合（％）道路形状道路形状
道路形状別交通事故件数道路形状別交通事故件数((平成平成1414年年))

　平面交差の計画・設計において、安全性の確保に十分　平面交差の計画・設計において、安全性の確保に十分
配慮配慮

■■幾何構造と交通安全　幾何構造と交通安全　



　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－１　概説４－１　概説

付加車線付加車線設置による右左折交通の分離な設置による右左折交通の分離な
どど

不適切な導流化不適切な導流化

歩行者、自転車の歩行者、自転車のたまり空間たまり空間の確保などの確保など

交差点の交差点の見通し見通しやや視認性視認性に配慮した隅切に配慮した隅切
り・橋脚・植栽等の設置などり・橋脚・植栽等の設置など

単路部の設計速度に適合単路部の設計速度に適合する幾何構造のする幾何構造の
確保確保

鋭角交差鋭角交差・・多枝交差多枝交差・・変形交差変形交差のの回避回避
屈曲部屈曲部等での交差点等での交差点設置の回避設置の回避

道路幾何構造等による安全性確保策道路幾何構造等による安全性確保策

交差点の視認性の交差点の視認性の
不良不良

歩行者・自転車空歩行者・自転車空
間の機能不足間の機能不足

幾何構造と交通特幾何構造と交通特
性との不整合性との不整合

交差点形状等によ交差点形状等によ
る視認性の問題る視認性の問題

主な危険要因等主な危険要因等
危険要因等と道路幾何構造等による安全性確保策危険要因等と道路幾何構造等による安全性確保策

■■幾何構造と交通安全　幾何構造と交通安全　



　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　４－３　平面交差点付近の線形　４－３　平面交差点付近の線形

　交差点での安全性と円滑性を確保のため　交差点での安全性と円滑性を確保のため

・・橋脚等の位置橋脚等の位置

・・従道路からの主道路に対する見通し従道路からの主道路に対する見通し

・植栽の樹種、位置、間隔、樹高・植栽の樹種、位置、間隔、樹高

■■交差点の視認距離と交差点内の見通し　交差点の視認距離と交差点内の見通し　

◇交差点、信号、道路標識等を確認できること◇交差点、信号、道路標識等を確認できること
　　　　　　　＋　　　　　　　＋
◇◇交差点内の見通し交差点内の見通しが確保できることが確保できること



◇通行する車両の安全と円滑の観点から、曲線半径と◇通行する車両の安全と円滑の観点から、曲線半径と
設計速度に応じた片勾配を付す設計速度に応じた片勾配を付す

◇◇片勾配が大きな曲線部の場合、交差道路の直進車両片勾配が大きな曲線部の場合、交差道路の直進車両
の安全性・快適性に問題の安全性・快適性に問題

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－３　平面交差点付近の線形４－３　平面交差点付近の線形

　　片勾配が大きな曲線部の平面交差点の設置は極力片勾配が大きな曲線部の平面交差点の設置は極力
避ける避ける

■■曲線部に平面交差を設ける場合の問題　曲線部に平面交差を設ける場合の問題　



　　やむを得ず片勾配が大きな曲線部に平面交差を設けやむを得ず片勾配が大きな曲線部に平面交差を設け
る場合、る場合、
　信号交差点では　信号交差点では
◇第４種の道路における特例値の適用が考えられる◇第４種の道路における特例値の適用が考えられる
◇ただし、主道路における片勾配の局所的な変更は◇ただし、主道路における片勾配の局所的な変更は
好ましいことではないため、留意すべき好ましいことではないため、留意すべき

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－３　平面交差点付近の線形４－３　平面交差点付近の線形



　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－４　平面交差点付近の横断構成４－４　平面交差点付近の横断構成

◇停車帯や停車可能な路肩を設置しないなど、◇停車帯や停車可能な路肩を設置しないなど、極力極力
車両の停車を抑制車両の停車を抑制

◇歩行者の◇歩行者の横断距離が長い横断距離が長い交差点では、歩行者の交差点では、歩行者の滞滞
留が可能な分離帯幅員の確保留が可能な分離帯幅員の確保またはまたは交通島の設置交通島の設置

◇◇歩道幅員の縮小歩道幅員の縮小は出来る限りは出来る限り回避回避

■■交差点付近における横断構成要素の留意点交差点付近における横断構成要素の留意点



　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－４　平面交差点付近の横断構成　４－４　平面交差点付近の横断構成　

　　　　

右折車線長右折車線長右折車線長右折車線長

ｌｓ

Ｌ

ＬＬＬＬ＝＝＝＝ｌｌｌｌｄｄｄｄ＋＋＋＋ｌｌｌｌｓｓｓｓ

　　　　ＬＬＬＬ　　　　：右折車線長（ｍ）：右折車線長（ｍ）：右折車線長（ｍ）：右折車線長（ｍ）
　　　　ｌｌｌｌｄｄｄｄ：テーパ長（ｍ）：テーパ長（ｍ）：テーパ長（ｍ）：テーパ長（ｍ）
　　　　ｌｌｌｌｓｓｓｓ：滞留長（ｍ）：滞留長（ｍ）：滞留長（ｍ）：滞留長（ｍ）

ｌｄ

■■右折車線　右折車線　



◇滞留長（◇滞留長（ｌｌｓｓ）の計算式）の計算式
ｌｌｓｓ＝＝λλγγ××ＮＮ××ＳＳ（ｍ）（ｍ）
　　λλγγ：：右折車線長係数右折車線長係数
　　ＮＮ　　：１サイクル当たりの平均右折台数：１サイクル当たりの平均右折台数((台台//ｻｲｸﾙｻｲｸﾙ))
　　ＳＳ　　：：平均車頭間隔（ｍ）平均車頭間隔（ｍ）

（昭和（昭和5858年版では、年版では、ｌｌｓｓ＝＝1.51.5××ＮＮ××ＳＳ））

1.51.51.61.61.81.82.02.02.22.2右折車線長係数右折車線長係数λλγγ

1010以上以上88553322以下以下平均右折台数平均右折台数((台台//ｻｲｸﾙｻｲｸﾙ))
右折車線長係数右折車線長係数λλγγの値の値

・地形状況や沿道状況等によりやむを得ない場合、・地形状況や沿道状況等によりやむを得ない場合、λλγγ＝＝1.51.5
・・平均右折台数が表の中間値の場合、比例配分により係数を算出平均右折台数が表の中間値の場合、比例配分により係数を算出

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－４　平面交差点付近の横断構成　４－４　平面交差点付近の横断構成　

■■右折車線　右折車線　



　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－５　導流路、交通島および隅切り等４－５　導流路、交通島および隅切り等

改訂前改訂前改訂前改訂前

流入部で流入部で流入部で流入部で
隣接車線を使用隣接車線を使用隣接車線を使用隣接車線を使用

改訂後改訂後改訂後改訂後

流入部で流入部で流入部で流入部で
隣接車線を使用しない隣接車線を使用しない隣接車線を使用しない隣接車線を使用しない

■■通行方法通行方法



　　第４章　平面交差第４章　平面交差

■小型道路■小型道路
◇小型道路の車線の幅員◇小型道路の車線の幅員

（単位：ｍ）（単位：ｍ）

車線の種類車線の種類

道路の区分道路の区分

第第33級級
第第44級級

第第33級級
第第22級級
第第11級級

第第22級級
第第11級級

2.52.5
またはまたは
2.252.25
(2.0)(2.0)

付加車線付加車線
の 幅 員の 幅 員

　　２．７５　　２．７５
　　または　　または
　　２．５　　２．５

　　２．７５　　２．７５

　　３．０　　３．０

付加車線を設ける箇所付加車線を設ける箇所
の直進車線の幅員の直進車線の幅員

２．７５２．７５第第44種種

２．７５２．７５

３．０３．０

第第33種種

単 路 部 の単 路 部 の
車線の幅員車線の幅員

（　）は、都市部の右折車線におけるやむを得ない場合の縮小値（　）は、都市部の右折車線におけるやむを得ない場合の縮小値



　　第４章　平面交差第４章　平面交差

■小型道路■小型道路
◇導流路の幅員◇導流路の幅員

　２．７５　２．７５１６　　～１６　　～
　３．０　３．０１２　　～１６１２　　～１６
　３．５　３．５　９　　～１２　９　　～１２
　４．０　４．０　８以上～　９未満　８以上～　９未満
導流路の幅員導流路の幅員導流路の外側半径導流路の外側半径

（単位：ｍ）（単位：ｍ）



　　第４章　平面交差第４章　平面交差

■小型道路■小型道路
◇通行方法◇通行方法
・交差点における右左折車の通行方法で、「小型道・交差点における右左折車の通行方法で、「小型道
路相互および普通道路と小型道路の交差」の表を路相互および普通道路と小型道路の交差」の表を
追加追加
・通行方法は「普通道路相互の交差」と同じ考え方・通行方法は「普通道路相互の交差」と同じ考え方


